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白
井
浩
司
さ
ん
が
定
年
だ
と
云
う

横

得
三
郎

部

若
い
と
思
っ
て
い
た
白
井
浩
司
さ
ん
が
来
年
（
昭
和
五
十
八
年
）

三
月
に
定
年
だ
と
云
う
。
驚
ろ
く
べ
き
こ
と
だ
。
私
は
慶
応
義
塾

に
定
年
制
が
占
か
れ
た
時
の
第
一
号
該
当
者
で
あ
っ
て
七

O
歳
で

退
職
し
た
。
今
か
ら
十
四
年
前
の
こ
と
に
な
る
。
文
学
部
の
学
生

と
な
っ
た
時
は
未
だ
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
は
無
く
泰
西
文
学
科
に
入

っ
た
の
で
あ
っ
た
。
卒
業
し
た
の
は
大
正
十
三
年
で
仏
文
科
の
第

一
回
卒
業
生
で
あ
る
。
振
返
っ
て
見
る
と
慶
応
義
塾
に
入
っ
た
の

は
大
正
八
年
で
六
十
三
年
前
の
こ
と
と
な
る
。

私
の
出
身
校
、
小
千
谷
中
学
に
故
西
脇
順
三
郎
（
私
ど
も
は
順

の
弟
、
経
治
郎
が
居
て
三
高
を
受
験
し
現
役
で
介
格

様
と
呼
ぶ
）

し
た
。
そ
こ
で
私
も
京
都
ま
で
三
高
受
験
に
赴
い
た
が
失
敗
し
、

一
つ
違
い
の
兄
が
慶
応
義
塾
の
法
科
に
居
た
し
、
家
で
も
薦
め
る

の
で
慶
応
を
受
験
す
る
こ
と
に
し
た
。
私
の
う
ば
が
日
本
橋
の
西

脇
の
店
で
働
ら
い
て
い
た
が
、
縁
あ
っ
て
大
工
の
棟
梁
と
結
婚
し

山
本
を
持
っ
た
の
で
其
処
に
下
宿
し
受
験
準
備
を
し
た
。
当
時
順
様

は
慶
応
義
塾
大
学
理
財
科
を
卒
業
し
、

ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
社

の
記
者
を
し
て
い
た
が
、
英
語
を
見
て
呉
れ
た
。
毎
朝
早
く
順
様

の
家
に
習
い
に
通
っ
た
。
順
様
は
紋
付
き
の
羽
織
袴
で
書
取
り
を

し
て
呉
れ
た
。
書
取
り
を
し
た
の
は
黒
い
部
厚
い
ノ
l
ト
で
あ
っ

た
。
辞
書
か
ち
取
っ
た
例
文
の
書
取
り
も
あ
っ
た
。
勉
強
も
兼
ね

て
ベ
イ
タ
l
の
「
メ
ア
リ
ア
ス
・
ジ
・
エ
ピ
キ
ュ

l
リ
ァ
ン
」
も

講
読
し
て
呉
れ
た
。

当
時
東
京
に
来
る
に
は
小
千
谷
か
ら
長
野
に
出
て
善
光
寺
に
お

-354ー

ぷ
り
し
て
一
泊
、
信
越
線
で
来
る
の
で
あ
る
。
上
越
線
が
拓
か
れ

た
の
は
昭
和
七
年
で
留
学
の
前
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

大
正
八
年
に
理
財
科
の
予
科
に
入
学
す
る
と
十
五
組
あ
り
、
終

り
の

M
組
N
組
だ
け
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
っ
た
。
手
解
き
は
広
瀬

哲
土
先
生
で
文
法
を
や
ら
ず
い
き
な
り
わ
が
丘
ロ
ロ
ロ
〈
円
。

を
習

っ
た
。
ア
テ
ネ
フ
ラ
ン
セ
に
入
る
と
丸
山
順
太
郎
氏
が
全
く
日
本

語
を
使
わ
な
い
。
一
二
ヶ
月
熱
心
に
通
っ
た
が
勉
強
が
過
ぎ
る
と
家

族
皆
に
止
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
二
年
目
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
先
生

は
山
本
直
文
氏
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
人
プ
リ
ュ
ニ
エ
の
授
業
も



あ
っ
た
。
当
時
二
年
間
で
あ
っ
た
予
科
を
終
え
本
科
の
一
年
を
終

え
て
文
学
部
に
転
部
し
泰
西
文
学
科
の
一
年
に
入
り
直
し
た
。
ド

え
ん
た
い

イ
ツ
語
に
後
藤
純
三
、
史
学
科
に
友
松
円
諦
、
吉
田
小
五
郎
が
居

た
。
翌
年
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
が
出
来
た
。
同
級
生
は
五
名
で
祖
父

江
君
の
み
が
数
年
前
ま
で
生
き
て
い
た
。
当
時
は
昼
休
み
が
長

く
、
後
藤
末
雄
さ
ん
が
昼
休
み
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
に
来
た
が

翌
年
慶
応
の
専
任
に
な
ら
れ
た
。
仏
文
学
の
先
生
は
広
瀬
さ
ん
と

井
汲
清
治
さ
ん
で
あ
る
。
井
汲
さ
ん
が
健
在
な
の
は
芽
出
度
い
。

前
田
越
嶺
先
生
が
ラ
テ
ン
語
を
教
え
て
い
て
生
徒
は
私
一
人
で
あ

っ
た
。
和
辻
哲
郎
先
生
が
古
典
研
究
を
担
当
し
て
い
て
ホ
メ
ロ
ス

で
文
献
学
の
手
解
き
を
受
け
た
が
難
か
し
か
っ
た
。
卒
業
の
前

年
、
大
地
震
で
本
を
一
切
焼
い
て
し
ま
っ
た
が
片
瀬
で
療
養
中
で

あ
っ
た
母
の
所
に
置
い
で
あ
っ
た
一
冊
の
ラ
テ
ン
語
辞
書
の
み
助

か
っ
た
。
卒
業
論
文
に
は
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
を
採
り
上
げ
た
。

卒
業
后
、
井
汲
さ
ん
の
推
挙
で
名
古
屋
高
商
の
フ
ラ
ン
ス
語
教

師
と
な
っ
た
。
当
時
、
中
平
解
さ
ん
が
名
古
屋
放
送
局
に
い
て
、

二
人
で
組
ん
で
フ
ラ
ン
ス
語
講
座
を
放
送
し
た
こ
と
を
想
い
出

す
。
ク
ラ
ス
に
は
山
中
散
生
が
い
て
、
こ
れ
も
放
送
局
に
入
り
、

よ
く
飯
を
一
緒
に
食
べ
た
。
（
勿
論
、
酒
も
飲
ん
だ
）
。
昭
和
八
年

に
名
古
屋
高
商
か
ら
「
ラ
テ
ン
文
学
研
究
」
と
い
う
こ
と
で
文
部

省
留
学
生
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
向
っ
た
。
私
費
で
あ
っ
た
が
資
格

の
み
文
部
省
官
学
生
と
す
る
た
め
に
総
額
六
十
円
の
支
給
を
受
け

た。

一
ヶ
月
船
に
揺
ら
れ
マ
ル
セ
イ
ユ
、
そ
し
て
パ
リ
に
着
く
。

リ
ヨ
ン
駅
か
ら
ホ
テ
ル
に
向
っ
て
歩
い
て
行
く
と
床
屋
が
明
い
て

い
た
の
で
入
っ
た
。
ロ
ロ
イ

ω
匂

g
σ
g
c
g
c七
号

B
。ロ
ιゅ
の
め

Bmw片
百
と
云
う
と
司
己

E
Cゅ
の
．

2
斤
己
ロ
門
出
B
M
S各
ゆ
と
云
わ

れ
、
日
曜
目
だ
っ
た
か
と
気
付
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

円。

一
フ
一
ア
ン

語
の
マ
ル
ゾ
！
先
生
の
授
業
に
出
た
が
、
専
ら
熱
心
に
通
っ
た
の

は
音
声
学
の
フ
l
シ
ェ
先
生
の
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。

フ
l
シ
ェ
先
生

の
家
で
日
本
の
歌
を
歌
え
と
云
わ
れ
断
わ
り
切
れ
ず
己
む
な
く
全

員
に
起
立
し
て
貰
い
「
君
が
代
」
を
歌
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
写
真

を
撮
る
と
必
ず
一
番
端
に
写
っ
て
い
る
の
で
フ
l
シ
ェ
先
生
か
ら

〈。

5
r
g
J
λ
巳
B
O
E
肘
巳
芯
5
0
0
ユω丘
町
巴
と
か
ら
か
わ
れ

た
。
ギ
リ
シ
ャ
に
一
ヶ
月
、

イ
タ
リ
ア
に
一
年
二
ヶ
月
滞
在
し
四

年
半
が
あ
っ
と
云
う
間
に
過
ぎ
帰
朝
の
決
心
を
し
た
。
当
分
何
も

し
た
く
な
か
っ
た
。
慶
大
図
書
館
に
入
れ
と
云
う
人
も
あ
っ
た
が



永
田
清
君
が
教
師
に
な
る
べ
き
だ
と
云
い
、
病
気
中
の
戸
川
秋
骨

先
生
の
代
講
と
し
て
文
学
部
予
科
で
英
語
を
教
え
た
。
こ
の
相
談

は
井
汲
さ
ん
永
田
君
と
銭
湯
の
湯
舟
の
中
で
し
た
の
だ
。
高
橋
広

江
君
が
留
学
し
た
あ
と
を
教
え
た
り
高
等
部
で
ラ
ス
キ
ン
を
教
え

た
り
藤
原
工
大
で
教
え
た
り
教
員
と
な
っ
て
働
ら
い
て
い
る
中
に

戦
争
が
激
し
く
な
っ
た
。
学
生
宛
の
赤
紙
が
教
務
課
に
届
く
の
を

渡
す
た
め
学
生
を
自
宅
に
探
し
出
し
て
渡
す
辛
い
仕
事
も
あ
っ

た。
戦
後
は
大
学
院
も
出
来
、

ラ
テ
ン
語
、
古
仏
語
を
受
持
ち
松
原

君
の
息
子
か
ら
鷲
見
君
主
で
教
え
た
。
色
々
な
こ
と
を
や
っ
て
来

た
も
の
だ
。
定
年
後
も
京
都
外
国
語
大
学
で
十
年
以
上
教
え
る
こ

と
が
出
来
た
。

白
井
さ
ん
、
定
年
で
責
任
の
重
荷
を
降
ろ
し
、
再
び
若
返
っ
て

自
分
の
楽
し
い
人
生
に
充
実
し
た
一
歩
を
踏
み
出
し
て
下
さ
い
。

（
一
五
本
塾
大
学
教
授
）

仏

文

科

の

初

期

松

i台

原

秀

慶
応
の
文
学
部
に
仏
文
科
が
何
時
出
来
た
か
と
云
え
ば
、
昭
和

四
九
年
（
一
九
七
四
年
）
発
行
の
仏
文
科
同
窓
会
名
簿
に
、
「
明
治

四
三
年
仏
文
学
の
講
座
が
開
設
さ
れ
る
。
担
当
者
永
井
壮
士
口
（
荷

胤
）
」
と
載
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
年
だ
と
見
て
よ
い
の
だ
と

思
い
ま
す
。
尚
同
書
に
「
明
治
三
七
年
仏
語
が
正
規
科
目
必
修
科

-356-

日
と
な
る
。
担
当
者
田
中
一
貞
他
」
と
あ
る
の
は
、

フ
ラ
ン
ス
一
語

は
明
治
中
ご
ろ
に
な
っ
て
慶
応
に
始
め
て
正
式
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
と
云
う
事
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
本
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
）

（
そ
れ
ま
で
は
英
語

つ
む
じ

し
か
し
永
井
荷
風
は
そ
の
後
（
大
正
五
年
）
旋
を
曲
げ
て
学
校

を
辞
任
し
て
い
る
の
で
、
慶
応
の
仏
文
科
は
こ
こ
で
一
度
消
え
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
勿
論
教
授
科
目
と
し
て
の
フ
ラ
ン

ス
語
は
失
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
私
自
身
も
そ
の
前
か
ら
フ

ラ
ン
ス
語
の
授
業
を
取
っ
て
い
ま
し
た
が
先
生
は
前
田
長
太
（
越


